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海洋電磁探査法データ処理における仮想領域法の適用性の研究
Applicability of fictitious domain method in data processing of marine CSEM exploration
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在来型化石資源の代替としてメタンハイドレート (MH)が有望視されており、その探査手法として、電磁探査の一種で
ある海洋 CSEM探査が注目されている。近年、電磁場解析に仮想領域を用いることで、電磁場の伝播を高速で計算でき
る手法が提案されており (Mittet,2010）、順計算の高速化手法として用いられてきた。しかしながら、波動場である仮想領
域内での電磁場解析は、拡散場における実領域での電磁場解析よりも MH 層からの応答が向上すると考えられる。そこ
で本研究では、仮想領域の概念がメタンハイドレートの海洋CSEM探査における観測データ解析に応用できると考え、3
次元 FDTD法による数値シミュレーションにより検証した。その結果、実領域での受信波形では海水中を伝播する電磁
場と海底下を伝播する電磁場の分離が困難であったのに対して、仮想領域ではそれらが分離できたため、MH 応答の識
別性が向上することがわかった。次に、実領域から仮想領域への変換に関しても試みた。本研究では、特異値分解を利
用して変換を行った。その結果、仮想領域内でのMH 層の感度は、実領域よりも約 2倍程度向上することがわかった。
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